
６
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壁
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２
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６
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別
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否
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８

平
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28
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度
政
務
活
動
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・
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・
・
・
・
・
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市
民
の
声
・
編
集
後
記
・
・
・
・
・
・
・
12
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８月１日（火）、倉吉博物館が再開館！

～鳥取県中部地震からの復旧工事が進む～

発行日：平成２９年８月１日

№

▲鳥取県中部地震前の倉吉博物館

▲鳥取県中部地震直後の展示物 ▲被災した所蔵品の修復作業



市
政
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　
平
成
29
年
６
月
第
４
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
12
日(

月)

か
ら
６
月
26
日(

月)

ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
請
願
、
陳
情
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
録
（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、
８
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

Ｈ
29
・
６ 

一
般
質
問

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や

県
立
美
術
館
を

見
据
え
た

観
光
や

中
心
市
街
地
活
性
化
の
戦
略
は
？

坂
井 

徹 

議
員

　
レ
ト
ロ
と
ク
ー
ル
を
う
ま
く
生

か
し
て
倉
吉
の
特
徴
と
し
な
が
ら

整
備
を
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、

観
光
戦
略
と
し
て
の
基
本
的
な
ス

タ
ン
ス
。
ど
う
い
っ
た
戦
略
を

持
っ
て
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
現
在
、
取
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
る
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で

も
よ
く
整
理
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

【
震
災
】家
屋
の

修
繕
費
用
が

高
額
で
、
修
理
に

踏
み
切
れ
な
い
世
帯
へ
の

対
策
は
？

伊
藤 

正
三 

議
員

　
今
後
、
顕
在
化
す
る
問
題
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
や
県
と
も
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ

た
対
応
が
で
き
る
か
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
の
と
こ
ろ
生
活
福
祉
資
金
貸

付
制
度
の
活
用
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
実
情
を
踏
ま
え
て

考
え
て
い
き
た
い
。

運
転

免
許
証
の

自
主
返
納
の

促
進
等
、
高
齢
者

向
け
の

交
通
安
全
対
策
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
？

朝
日 

等
治 

議
員

　
バ
ス
の
定
期
券
の
割
り
引
き
や

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
制
度
が
考

え
ら
れ
る
。
他
の
自
治
体
の
状
況

も
勘
案
し
、
併
せ
て
、
警
察
と
も

十
分
情
報
交
換
を
し
て
、
ど
う

い
っ
た
制
度
を
つ
く
っ
て
い
く

か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
交
通
安
全
計

画
の
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

各

都
市
宣
言
を
反
映
し
た

取
り
組
み
は
行
わ
れ
て

い
る
か
？ 

新
た
な
都
市
宣
言
を
し
て
は
？

福
井 

康
夫 

議
員

　
宣
言
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
は
な

い
も
の
も
出
て
き
て
い
る
状
況
が

あ
る
。
改
め
て
点
検
し
て
み
た
い
。

　
新
た
な
都
市
宣
言
は
、
具
体
的

な
活
動
と
併
せ
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
、
宣
言
を
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
の
で
、

議
会
の
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。
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段
塚 

廣
文 

議
員

安
定
的
な

財
政
運
営
、
行
政
の

効
率
化
、
持
続

可
能
な

財
源
の

確
保
が

喫
緊
の

課
題
。
認
識
は
？

　
行
財
政
改
革
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
蓄
え
て
き
た
基
金
を
、

昨
年
10
月
の
地
震
に
よ
る
災
害
復

旧
で
大
き
く
取
り
崩
し
た
。
平
成

29
年
度
の
当
初
予
算
に
お
い
て
も
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
合
併
算
定
替

え
に
よ
る
普
通
交
付
税
も
32
年
度

か
ら
な
く
な
る
。
行
財
政
改
革
は

避
け
て
通
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

由
田　

隆 

議
員

学
校
再
編
は

も
っ
と
丁
寧
に
時
間
を
か
け
、

密
度
も
濃
く
し
て

住
民
に

説
明
す
べ
き
で
は
？

　
【
石
田
市
長
答
弁
】
人
口
減
少
問

題
の
延
長
線
上
に
、
学
校
の
再
編

の
問
題
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
学
校
の
再
編
は
、
地

域
活
性
化
と
切
り
離
し
て
考
え
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
子
ど
も

た
ち
の
教
育
の
場
と
い
う
の
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
教

育
問
題
と
し
て
真し
ん
し摯
に
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

藤
井 

隆
弘 

議
員

　
ま
ず
は
、
10
月
28
日
（
土
）
に
、

西
郷
地
区
を
中
心
と
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
。
西
郷

以
外
の
地
区
に
も
呼
び
か
け
、
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
く
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
他
、
10
月
に

向
け
て
、
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み

を
し
て
い
く
の
か
、
震
災
復
興
計

画
も
踏
ま
え
て
、
関
係
機
関
と
も

協
議
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
震
災
】
震
災
体
験
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
、

防
災
訓
練
な
ど

啓
発
活
動
を
し
て
は
ど
う
か
？

福
谷 

直
美 

議
員

　
国
道
１
７
９
号
と
３
１
３
号

が
ア
ク
セ
ス
の
中
心
に
な
る
。

１
７
９
号
は
、
い
か
に
改
良
を
促

進
す
る
か
に
尽
き
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
湯
梨
浜
町
と
も
十
分
に

相
談
し
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
３
１
３
号
は
、
信
号
の
設
置
の

問
題
な
ど
も
あ
る
。
警
察
と
も
相

談
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

県
立
美
術
館（
予
定
地

：

現
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
）へ
の

ア
ク
セ
ス
整
備
は

ど
う
進
め
る
か
？

丸
田 

克
孝 

議
員

関
金
町
と
の
合
併
以
降
、

行
財
政
改
革
の

内
容

は
？
ま
た
、
今
後
、ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
？

　
平
成
18
年
に
倉
吉
市
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
22
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
約
38
億
円
の
削
減
を

実
現
し
た
。
23
年
度
か
ら
５
年
間

は
、
第
２
次
倉
吉
市
行
政
改
革
プ

ラ
ン
の
下
、
職
員
削
減
、
業
務
の

民
間
委
託
な
ど
で
一
定
の
効
果
を

出
し
た
。
今
後
、
現
状
の
分
析
を

行
い
、
第
３
次
の
プ
ラ
ン
を
策
定

し
た
い
。

　
最
近
、
有
効
求
人
倍
率
は
、
非

常
に
高
水
準
で
推
移
を
し
て
い

る
。
求
職
者
側
の
ニ
ー
ズ
と
し
て

は
、
土
日
の
休
み
、
時
間
外
勤
務

の
有
無
な
ど
、
労
働
条
件
や
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
就
職
情
報
提
供
事
業
を
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
し
、
求
職
者
の
掘
り
起
こ
し

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

鳥
飼 

幹
男 

議
員

少
子
高
齢
化
と
若
者
の
流
出
で
、
企
業
・
事
業
所
の

担
い
手
確
保
が

困
難
。
課
題
と

対
策
は
？

（3）平成 29.8



米
田 

勝
彦 

議
員

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
通
り
の

歩
道
、
植
栽
、
照
明
等

の

整
備
状
況
は
？ 

街
灯
を

設
置
す
る

考
え
は
？

　
植
栽
は
、
基
本
的
に
は
造
園
業

者
に
業
務
委
託
を
し
て
い
る
。
打

吹
散
歩
道
の
一
部
は
、
倉
吉
農
業

高
校
環
境
科
の
生
徒
が
地
域
連
携

活
動
の
一
環
と
し
て
管
理
に
協
力

し
て
く
れ
て
い
る
。

　
照
明
は
、
散
歩
道
に
地
元
自
治

公
民
館
で
防
犯
街
路
灯
を
１
基
設

置
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
街
灯
を

整
備
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

山
口 

博
敬 

議
員

が
ん
検
診
な
ど

健
康
診
査
の

受
診
状
況
、
ま

た
、
受
診
率
の
目
標
、
受
診
率
の

向
上
対
策
は
？

　
が
ん
の
対
応
は
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
上
で
も
非
常
に
大
き
な
要

素
と
な
る
。
受
診
率
の
目
標
を
、

50
％
と
掲
げ
て
い
る
が
、
実
態
は
、

平
成
28
年
度
で
約
11
％
～
19
％
程

度
。
受
診
率
は
年
代
や
性
別
に
よ
っ

て
差
が
出
て
い
る
の
で
、
受
診
対
象

の
年
代
ご
と
に
、
啓
発
で
き
る
媒

体
や
啓
発
方
法
を
検
討
し
て
働
き

か
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

佐
々
木 

敬
敏 

議
員

　
避
難
所
施
設
利
用
に
関
す
る
協

定
を
県
立
高
校
４
校
、
倉
吉
養
護

学
校
、
農
業
大
学
校
、
倉
吉
体
育

文
化
会
館
と
未
来
中
心
の
８
つ
の

施
設
と
締
結
し
て
い
る
。
水
害
で

は
、
教
室
の
活
用
も
含
め
て
相
談

し
な
い
と
い
け
な
い
。
夜
間
の
連

絡
体
制
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。
地
域
防
災
計
画
の

中
で
整
理
し
た
い
。

【
震
災
】避
難
所
と
し
て

県
施
設
を

活
用
で
き
る

よ
う
に
県
と
の
対
応
を
考
え
て
お
く
べ
き
で
は
？

佐
藤 

博
英 

議
員

　
水
害
時
の
避
難
行
動
の
要
支
援

者
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
避
難

に
関
し
て
は
、
地
域
防
災
計
画
の

中
で
避
難
行
動
要
支
援
者
一
人
一

人
の
状
態
を
踏
ま
え
た
避
難
支
援

プ
ラ
ン
、
個
別
の
支
援
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
地
域
の
支
援
者
、
要
支
援
者
本

人
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

水
害
時
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者
な
ど

要
支
援
者
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
る
の
か
？

中
野 

隆 

議
員

倉
吉
市
職
員
の

超
過
勤
務
の

実
態
は
？ 

安
全

衛
生
委
員
会
で
も

議
論
し
て
い
る
の
か
？

　
鳥
取
県
中
部
地
震
の
後
、
災
害

対
応
関
係
課
で
時
間
外
勤
務
が
多

か
っ
た
が
、
人
員
配
置
な
ど
も
行

い
、
４
月
以
降
、
大
分
落
ち
着
い

て
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
１
０
０
時

間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務
を
行
っ

た
職
員
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
安
全

衛
生
委
員
会
で
も
、
協
議
検
討
し

て
い
る
。
こ
の
調
子
で
削
減
を
し

て
い
き
た
い
。

▲ 今年の打吹まつりを盛り上げようと、

議員も議場で、まつりをＰＲするポロ

シャツを着用。
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【飲酒運転追放都市宣言】【倉吉市地酒で乾杯条例の制定】

■議員発議で、１条例、１都市宣言を可決

Ｈ
29
・
６ 

議
案
質
疑

６月１９日（月）の議案質疑では、次のような質疑が議員から出されました。

議員名 発言の要旨 担当部局

段塚 廣文 平成２８年度倉吉市繰越明許費繰越計算書（臨時福祉給付金（経済対策分）） 福祉保健部

段塚 廣文
平成２８年度倉吉市繰越明許費繰越計算書（安全・安心生活空間の整備（社会資本整備

総合交付金））
建設部

段塚 廣文 平成２８年度倉吉市繰越明許費繰越計算書（公共土木施設単独災害復旧事業（震災関連））建設部

段塚 廣文 平成２８年度倉吉市繰越明許費繰越計算書（市営住宅災害復旧事業） 建設部

段塚 廣文 平成２８年度倉吉市繰越明許費繰越計算書（小学校運営（総務）） 教育委員会

段塚 廣文 平成２８年度倉吉市繰越明許費繰越計算書 総務部

丸田 克孝 ・小学校施設修繕／・中学校施設修繕 教育委員会

福谷 直美 指定文化財保存整備事業 教育委員会

朝日 等治 教育施設災害復旧費（小学校施設修繕）…設計監理委託料／災害復旧工事 教育委員会

朝日 等治 教育施設災害復旧費（給食センター施設修繕）…設計監理委託料／災害復旧工事 教育委員会

藤井 隆弘
中山間地域を支える水田農業支援事業

　・人・農地プラン／・中山間地域を支える水田農業支援事業費補助金対象費
産業環境部

藤井 隆弘 庁舎災害復旧事業（登録有形文化財の災害復旧） 総務部

鳥飼 幹男 単県斜面崩壊復旧事業 産業環境部

鳥飼 幹男 ・小学校施設修繕／・中学校施設修繕 教育委員会

山口 博敬 倉吉博物館復興祈念展 教育委員会

佐藤 博英 平成２９年度倉吉市国民健康保険事業特別会計 一般管理費 福祉保健部

坂 井　 徹 倉吉市立上井保育園の指定管理者の指定 福祉保健部

佐藤 博英 倉吉市立上井保育園の指定管理者の指定 福祉保健部

由 田　 隆 倉吉市立上井保育園の指定管理者の指定 福祉保健部

佐藤 博英 農業委員会委員の任命 総務部

　この条例は、豊かな自然環境や歴史と文化に育まれ

た倉吉市の地場産品を原材料として製造されている日本

酒、そのほか酒類による乾杯の習慣を推進することによ

り酒造業その他関連産業の振興を図り、地酒の普及を通

した郷土愛の醸成に寄与することを目的とします。

　市の役割として、第２条に、「市は、地酒による乾杯の

促進及び地酒を活用した地域産業の振興に必要な措置を

講じるように努めるものとする。」

　第３条には事業者の役割。「地酒の生産、販売、提供

等に関する事業を行う者は、地酒による乾杯とその普及

を促進し、地酒を活用した地域産業の振興に主体的に取

り組むよう努めるものとする。」

　第４条で市民の協力として、「市民は、市及び事業者

が取り組む地酒による乾杯の促進に協力するよう努める

ものとする。」と謳っています。

　また、第５条で、この条例に基づく措置、取り組み、

協力に当たっては、個人の嗜好および意思を尊重するよ

うに配慮しなければならないとしています。

　飲酒運転による交通死亡事故が多発しており、多くの

とうとい命が失われていることはまことに残念でありま

す。交通事故のない、安全で安心して暮らせる社会の実

現は、全ての市民の願いであり、私たちはこうした現状

を真剣に受けとめ、市民一人一人が飲酒運転による交通

事故の悲惨さを深く認識するとともに、運転者は交通安

全意識の向上に努めなければなりません。

　本市においては、昭和４０年に交通安全都市宣言を行

い、交通ルールの遵守と交通マナーの向上のため、関係

機関、団体とともに交通事故防止のため各種諸施策を推

進してきているところですが、悪質な飲酒運転が後を絶

たない状況にあり、家庭や飲食店、さらには職場や地域

社会全体が一体となって、飲酒運転は絶対にしない、さ

せないという意思を示すと同時に、飲酒運転追放の普及・

啓発等を一層強化することが必要であります。

　倉吉市民が痛ましい交通事故の加害者や被害者になら

ない安全安心な地域社会を目指すため、私たちはここに

飲酒運転追放都市を宣言します。

　今回の６月定例会では、議員発議により、「倉吉市地酒で乾杯条例」の制定と、「飲酒運転追放都市

宣言」が提案され、可決されました。
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委　員：福谷 直美委員長、段塚 廣文副委員長

朝日 等治委員、佐々木 敬敏委員

山口 博敬委員　

Ｈ
29
・
６ 

常
任
委
員
会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
、
４
件
の
議

案
が
付
託
さ
れ
、
６
月
21
日
（
水
）に
委
員
会

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
61
号
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
、
お
よ
び
議
案
第
62
号
の
倉
吉
市
立

上
井
保
育
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
上
井
保
育
園
を

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
に
移
行
す
る

こ
と
に
伴
う
予
算
措
置
や
指
定
管
理
者
の
指

定
を
行
う
も
の
で
す
。

　
審
査
の
中
で
は
、
指
定
管
理
に
移
行
後
の
職

員
配
置
や
、
移
行
に
よ
る
特
別
保
育
な
ど
へ
の

影
響
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総務経済常任委員会

【行政視察報告】

と　き：平成２９年６月５日（月）～６日（火）

視察先および視察内容：

① 奈良県葛城市「子育てママによるかつらぎしごと創出プロジェクト」

　結婚初期や出産・子育て中の女性が、やりがいを感じながら、

安心して働くことができるよう、子どもを預け、短時間から働く

ことができる環境を、民間企業と連携して構築。　　

②京都府長岡京市「災害用マンホールトイレ整備事業」

　停電や断水が発生した災害時、マンホールを活用したトイレを

設置することで、被災者の精神面や衛生面での環境良化を図る。

総務経済常任委員会

【行政視察報告】

と　き：平成２９年６月５日（月）～６日（火）

視察先および視察内容：

① 奈良県葛城市「子育てママによるかつらぎしごと創出プロジェクト」

　結婚初期や出産・子育て中の女性が、やりがいを感じながら、

安心して働くことができるよう、子どもを預け、短時間から働く

ことができる環境を、民間企業と連携して構築。　　

②京都府長岡京市「災害用マンホールトイレ整備事業」

　停電や断水が発生した災害時、マンホールを活用したトイレを

設置することで、被災者の精神面や衛生面での環境改善を図る。

委　員： 藤井 隆弘委員長、米田 勝彦副委員長、坂井 徹委員、

高田 周儀委員、中野　隆委員、福井 康夫委員

教育福祉常任委員会

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
は
、
５
件
の
議

案
と
３
件
の
請
願
・
陳
情
が
付
託
さ
れ
、
６
月

21
日（
水
）に
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
54
号
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
庁

舎
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、
文
化
庁
な
ど

が
工
事
の
監
理
ま
で
行
う
の
か
と
い
う
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
は
技
術
指
導
の
み
と

い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
請
願
第
２
号
は
、
増
大
す
る
地
方
自
治
体
の

財
政
需
要
に
見
合
う
地
方
財
源
の
確
保
な
ど
を

国
に
求
め
る
も
の
で
す
。
審
査
の
中
で
は
、「
臨

時
財
政
対
策
債
に
過
度
に
依
存
せ
ず
、
対
象

国
税
に
対
す
る
法
定
率
の
引
き
上
げ
を
行
う

こ
と
」
に
つ
い
て
、
実
現
性
が
な
い
の
で
は

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
、
請
願
１
件
は
不
採
択
、
陳
情

２
件
は
研
究
留
保
と
な
り
ま
し
た
。

常任委員会活動レポート
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常任委員会は、議案の審査だけでなく、

それぞれの分野で調査を行っています。

最近の活動内容をご紹介します。

【行政視察報告】

と　き：平成２９年６月５日（月）～６日（火）

視察先および視察内容：

① 愛知県尾張旭市「元気まる測定・あたまの元気まる」

・元気まる測定：生活習慣病予防のため行う健康チェック

・ あたまの元気まる：認知症を予防するため、その前段階とされる軽

度認知障がいの早期発見、改善するための脳の健康チェックテスト　　

②愛知県豊橋市「トヨッキースクール・地域未来塾ステップ」

　福祉・子育て・教育が連携し、退職教員や教員志望の学生など多彩な

人材で、学校外での小学生の体験活動と中高生への学習支援を行う。

【行政視察報告】

と　き：平成２９年６月２８日（水）～２９日（木）

視察先および視察内容：

 ① 日本スポーツツーリズム推進機構「スポーツツーリズム」

スポーツツーリズム推進のためには、行政、スポーツ団体、観光

事業者が連携・一体化する組織＝スポーツコミッションが必要。

②東京都八王子市「スポーツツーリズムの推進」

　　今年５月に開催されたワールドカップに、市が人的・財政支援。

「スポーツを活用した地域づくりと八王子の魅力発信」を掲げ、大

規模大会の誘致などスポーツツーリズム推進と、高尾山をはじめ

とする自然環境を活用したアウトドアスポーツイベントの開催。

総務経済常任委員会

　
建
設
企
画
常
任
委
員
会
に
は
、
２
件
の
議

案
と
２
件
の
陳
情
が
付
託
さ
れ
、
６
月
21
日

（
水
）
に
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
54
号
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
の
審
査
で
は
、
被
災
者
住
宅
再
建
支

援
事
業
の
財
源
と
な
る
倉
吉
ふ
る
さ
と
未
来

づ
く
り
基
金
繰
入
金
に
つ
い
て
、
議
案
第
56

号
の
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の

審
査
で
は
、
鳥
取
県
中
部
地
震
に
伴
う
災
害

復
旧
工
事
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
に
よ
る
震
災
復
旧
工
事

は
、
平
成
28
年
度
、
29
年
度
　
併
せ
て
６
，

０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
に
な
る
見
込
み
だ
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
、
陳
情
は
１
件
が
趣
旨
採
択
、

１
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

委　員：由田　隆委員長、佐藤 博英副委員長

伊藤 正三委員、鳥飼 幹男委員

丸田 克孝委員

建設企画常任委員会
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平成２９年６月第４回定例会 議案等の議決結果等

賛
成
反
対

新政会
くらよしアイズ

・倉吉自民共同

公明党・

グリーン

共同

市民

共同

日
本
共
産
党

く
ら
よ
し
創
生

議決結果
福
井 

康
夫

伊
藤 

正
三

朝
日 

等
治

由
田  

隆

坂
井  

徹

段
塚 
廣
文

福
谷 
直
美

丸
田 

克
孝

藤
井 

隆
弘

鳥
飼 

幹
男

高
田 

周
儀

山
口 

博
敬

中
野  

隆

佐
々
木 

敬
敏

佐
藤 

博
英

米
田 

勝
彦

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案第５４号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算

（第２号 )
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第５５号
平成２９年度倉吉市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号)

１４ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 可決

議案第５６号
平成２９年度倉吉市水道事業会計補正
予算（第１号)

１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第５７号
倉吉市行政手続等における情報通信の技
術の利用に関する条例の制定について

１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第５８号
倉吉市職員の育児休業等に関する条例
の一部改正について

１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第５９号
倉吉市職員退職手当支給条例の一部改
正について

１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第６０号
倉吉市湯の関振興基金条例の廃止につ
いて

１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第６１号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算

（第３号)
１４ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 可決

議案第６２号
倉吉市立上井保育園の指定管理者の指
定について 

１４ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 可決

議案第６３号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第６４号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第６５号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第６６号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第６７号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第６８号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第６９号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７０号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７１号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７２号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７３号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７４号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７５号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７６号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７７号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７８号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第７９号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第８０号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第８１号 農業委員会委員の任命について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず　　　

―平成２９年度一般会計補正予算等３１議案、請願、陳情５件を審議―
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賛
成
反
対

新政会
くらよしアイズ

・倉吉自民共同

公明党・

グリーン

共同

市民

共同

日
本
共
産
党

く
ら
よ
し
創
生 議決

結果福
井 

康
夫

伊
藤 

正
三

朝
日 

等
治

由
田  

隆

坂
井  

徹

段
塚 

廣
文

福
谷 

直
美

丸
田 
克
孝

藤
井 

隆
弘

鳥
飼 

幹
男

高
田 

周
儀

山
口 

博
敬

中
野  

隆

佐
々
木 

敬
敏

佐
藤 

博
英

米
田 

勝
彦

議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議会
発議

第 1号
地方財政の充実・強化を求める意見書提

出について
15 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員
発議

第 1号 倉吉市地酒で乾杯条例の制定について 10 5 × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ × ○ 可決

議員
発議

第 2号 飲酒運転追放都市宣言について 15 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 可決

番　号 件　　名
委員長報告

（付託委員会）
委員長報告に対する賛否

請願第２号
地方財政の充実・強化を求

める意見書提出について
不採択

（総務経済）
７ ８ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ × － × × ○ × ○ 採択

陳情第４号
操縦士不足の解消及び過労

勤務の是正を求める意見書

提出について

研究留保
（総務経済）

9 6 × × ○ × × ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ × ○ 研究留保

陳情第５号
商品・役務のネット販売の販

売手数料等の表示に係る意

見書提出について

趣旨採択
（建設企画）

15 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

陳情第６号
北朝鮮のミサイルに備えた避

難訓練等の実施を求める陳情 
研究留保

（総務経済）
10 5 × × ○ × × ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ 研究留保

陳情第７号
市道向山中央線の全区間開

通に関する陳情
継続審査

（建設企画）
15 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 継続審査

平成２９年４月第３回臨時会 議案等の議決結果等

―平成２９年度一般会計補正予算等７議案を審議―

 議案番号 件　　　名 賛
成
反
対 議案に対する賛否 議決結果

議案第４７号
専決処分について（倉吉市税条例の一部改

正について)
１５ ０

全会一致

承認

議案第４８号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算（第

１号）
１５ ０ 可決

議案第４９号
平成２９年度倉吉市下水道事業特別会計

補正予算（第１号）
１５ ０ 可決

議案第５０号 倉吉市介護保険条例の一部改正について １５ ０ 可決

議案第５１号
倉吉市消防団員等公務災害補償条例の一

部改正について
１５ ０ 可決

議案第５２号
工事請負契約の締結について（倉吉市営陸上

競技場災害復旧工事１工区（２８災第１号）） 
１５ ０ 可決

議案第５３号 監査委員の選任について １５ ０ 同意

　平成２９年４月第３回倉吉市議会臨時会は、４月２７日（木)に開催され、

一般会計補正予算などについて審議されました。

　平成２９年６月第４回倉吉市議会定例会は、６月１２日（月）から２６日（月）

まで開催され、一般会計補正予算などについて審議されました。

（9）平成 29.8



（単位：円）

調査旅費
常任委員会
視察旅費主な使い道

２４０,０００ １６２,０００ １０８,０００

日本海政経懇話会会費 １６２,０００ １０５,７００ 

日本海政経懇話会会費、図書購入 ９５,３１０ ０ 

行政視察、議会報告作成 １１１,５３０ ０ 

行政視察、日本海政経懇話会会費 １０４,９１０ １０５,７００ 

議会報告作成 ７６,２８０ ０ 

日本海政経懇話会会費 １６２,０００ ６７,３４０ 

行政視察、会派活動報告作成 １６１,６８０ １０５,７００ 

議会報告作成 １６２,０００ ０ 

行政視察、研修会参加費 １０４,９１０ ７１,１１０ 

事務用品・図書購入 ９６,７４０ ６９,６３０ 

行政視察、日本海政経懇話会会費 １６１,６８０ １０５,７００ 

行政視察、議会報告作成 １６１,６８０ ７１,１１０ 

行政視察、会派活動報告作成 １６１,６８０ ０ 

事務用品購入 １６２,０００ １０５,７００ 

行政視察、日本海政経懇話会会費 １６２,０００ ０ 

議会報告作成、図書購入 ７５,４４０ ７１,１１０ 

２,１２１,８４０ ８７８,８００ 

委託費、通信運搬費、旅費など）

謝金、出席者負担金、会費、旅費など）

など）

経費（印刷製本費、会場借上料、通信運搬費など）

会場借上料、通信運搬費、会費、旅費、参加費など）

視察者
人数 旅費総額

会派名 議員名

くらよしアイズ・

倉吉自民共同

段塚 廣文

丸田 克孝

藤井 隆弘

3人 303,640円

　
倉
吉
市
で
は
、
市
議
会
議
員
一
人
当
た
り
に
、
月
２
万
円
（
年
額
24

万
円
）
の
政
務
活
動
費
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
倉
吉
市
議
会
で
は
、
政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
書
や
収
支
一
覧
表
、
お
よ
び
行
政
視
察
の
派
遣
報
告
書

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
領
収
書
な
ど
は
議
会
事
務
局
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、

政
務
活
動
費
の
不
正
使
用
な
ど
の
問
題
が
全
国
的
に
報
じ
ら
れ
、
政
務
活
動
費
の
さ
ら
な
る
透
明
性
の
確
保
、
お
よ

び
情
報
公
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
28
年
度
分
か
ら
政
務
活
動
費
の
領
収
書
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

執行  率は、 ％
（議員１人あたり平均１３０，４７６円）

平
成
28
年
度
分
か
ら

政
務
活
動
費
の
領
収
書
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
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議員名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政務活動費

調査研究費 研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 事務所費 合　計

議員１人当たり
の交付額

朝 日 等 治 0 ５４,０００ 0 0 0 0 ５４,０００ 

伊 藤 正 三 0 １３,５００ 0 １,６８２ １２,５２８ 0 ２７,７１０ 

坂 井    徹 ４４,２２０ 0 ３７,７００ ５,９８１ 0 ３０,０３３ １１７,９３４ 

佐々 木         敬 敏 ７６,１００ ４０,８２４ 0 0 0 0 １１６,９２４ 

佐 藤 博 英 0 0 １２６,０００ 0 0 0 １２６,０００ 

高 田 周 儀 0 ５４,２１６ 0 0 0 0 ５４,２１６ 

段 塚 廣 文 ２３１,８５３ 0 ４４,７２７ 0 0 0 ２４０,０００ 

鳥 飼 幹 男 0 0 ６３,１３０ ７,４５２ 0 0 ７０,５８２ 

中 野    隆 １５７,１８４ ５６,５００ 0 ４,０４１ ２０,９０９ 0 ２３８,６３４ 

福 井 康 夫 0 0 0 １９,３８７ １７，１８２ 0 ３６,５６９ 

福 谷 直 美 １３９,２８１ ５４,０００ ４４,７２７ 0 0 0 ２３８,００８ 

藤 井 隆 弘 ９２,５７２ 0 ７７,５０１ １９,６６７ １５, ５７２ 0 ２０５,３１２ 

丸 田 克 孝 ２２４,４２１ 0 ４４,７２６ 0 0 0 ２４０,０００ 

山 口 博 敬 0 0 0 １,６９０ 0 0 １,６９０ 

由田　  隆 １１８,８４０ ５４,０００ 0 0 ６,８０４ 0 １７９,６４４ 

米 田 勝 彦 0 0 １０８,０００ 0 ３２,４００ 0 １４０,４００ 

計 １,０８４,４７１ ３２７,０４０ ５４６,５１１ ５９,９００ １０５,３９５ ３０,０３３ ２,０８７,６２３ 

【政務活動費として使うことができる経費】

調査研究費 議員が行う市の事務、地方行財政などに関する調査研究、および調査委託に関する経費（印刷製本費、調査  

研修費 議員が研修会を開催するために必要な経費、団体などが開催する研修会の参加に要する経費（会場借上料、講師

広報費 議員が行う活動、または市政について住民に報告するために要する経費（印刷製本費、会場借上料、通信運搬費

広聴費 議員が行う住民からの市政および議員の活動に対する要望、または意見の聴取、住民相談などの活動に要する

要請・陳情活動費 議員が要請、または陳情活動を行うために必要な経費（印刷製本費、通信運搬費、旅費など）

会議費 議員が行う各種会議、団体などが開催する意見交換会その他の会議への議員の参加に要する経費（印刷製本費、

資料作成費 議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費（印刷製本費、翻訳料、機械器具費、機械借上料、リース代など）

資料購入費 議員が行う活動のために必要な図書、資料などの購入に要する経費（図書購入費など）

人件費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費（手当、賃金など）

事務所費 議員が行う活動に必要な事務所の設置、および管理に要する経費（建物借上料、備品購入費、機械借上料）

【平成２９年４月～６月分】

期　間 視察先 視察内容

６月２８日（水）

～６月３０日（金）

岩手県北上市 北上市役所 企業誘致の取り組み

岩手県一関市 一関市役所 元気な地域づくり事業

岩手県花巻市 花巻市役所 起業、創業支援

使用総額は 円。執行  率は、

会派・個人

視察報告
行政視察の詳しい情報は、倉吉市議会のホームページをご覧ください。 倉吉市議会

政務活動費の詳しい情報は、倉吉市議会のホームページをご覧ください。 倉吉市議会
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発行：倉吉市議会　 ／　 編集：倉吉市議会だより編集委員会

〒６８２－８６１１ 鳥取県倉吉市葵町７２２　TEL．（０８５８）２２－８１４５　FAX．（０８５８）２２－８１４６

【倉吉市議会だより編集委員】

藤井 隆弘委員長、中野 隆副委員長

佐藤 博英委員、鳥飼 幹男委員、福井 康夫委員

平成 年 ９月 
第５回 倉吉市議会定例会

【会　期】８月２８日（月）～９月１３日（水）
【会議日程】

月日
曜
日

会議
区分

時　 間 内　　　　　 容

８月

２８日
月 本会議 午前１０時

議案の上程

提案理由の説明

２９日 火 本会議 午前１０時
市政に対する一般質問

【会派質問順序】

① 新 政 会 ②くらよしアイズ・

倉吉自民共同 ③公明党・グリー

ン共同 ④ 市民共同

※ １人会派議員の質問は、会派質

問の後。

３０日 水 本会議 午前１０時

３１日 木 本会議 午前１０時

９月

１日
金 予　備　日

２日 土 休　　会

３日 日 休　　会

４日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑

５日 火 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑

～委員会付託

６日 水 予　備　日　　

７日 木 委員会 常任委員会（予定）

８日 金 委員会 常任委員会（予定）

９日 土 休　　会

１０日 日 休　　会

１１日 月 予　備　日

１２日 火 議事整理日　

１３日 水 本会議 午前１０時
委員長報告

～付議議案の討論・採決

 

…ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり

鳥取県民生児童委員協議会

　会長 田中 俊幸さん

　　― 民生児童委員の制度は、今年で

１００周年を迎えるそうですね。田中さんご自身も、委嘱

されてから３０年になるとうかがいました。

　民生児童委員の役割は、時代の流れ、社会情勢により

変わってきた部分もありますが、基本は、住民に寄り添

い、住民と行政の架け橋であることです。最近は、高齢

者、特に一人暮らしの方の安否に気を付けています。ま

た、月に数度、子どもたちの通学時に、見守り・あいさ

つ運動で交差点などに立っています。

―昨年１０月の震災の時はどうされていましたか？

　すぐに、地域で一人暮らしの高齢者の安否確認を行い

ました。一人では不安に思うことも多いですから、話を

聞いたり、大勢の人がいる避難所に案内したり、精神的

な支えになるように努めました。

―市議会の動向は見ておられますか？

　円形校舎の活用などのまちの活性化施策や、企業誘致

などの定住施策の動きに関心があります。やはり、倉吉

で生まれ育った人間が、倉吉で就職して住み続ける―い

わゆる「人材の地産地消」が理想だと思いますので、製造

業等の働き場の確保などを進めてほしいですね。防災に

しても何にしても、若者の流出を止めることが急務だと

思います。

―市議会に要望したいことはありませんか？

　まずは、チェック機能とバランス機能の発揮ですね。

行政の言うことを「何でも賛成」、「何でも反対」ではなく、

抑制と均衡をもって対峙してほしいです。また、政策や

活動について、積極的に情報公開し、透明性を確保する

ことを意識してほしいです。

―今後も、ぜひ、市議会にご意見をお寄せください。

　
６
月
定
例
会
の
議
会
だ
よ

り
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
に
、
議
会
で

の
議
論
、
委
員
会
で
の
活
動

を
少
し
で
も
判
り
易
く
報
告

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
各
議
員

の
質
問
と
市
長
の

答
弁
と
い
う
形
で

ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
議
員
の
質
問
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
質
問
の

す
べ
て
を
載
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
後
日
発
行
さ
れ
ま

す
倉
吉
市
議
会
議
事
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
様

の
感
想
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

（
中
野
　
隆
）

　
こ
の
時
期
の
夕
焼
け
空
は

美
し
い
。
特
に
夕
立
の
後
、
厚

い
積
乱
雲・

が
陰
影
を
濃
く
し

て
赤
く
染
ま
る
様
子
を
見
上

げ
る
の
は
、
一
日
の
終
わ
り
の

ご
褒
美
だ
。
▼
も
う
一
つ
、
掃

除
好
き
の
私
が
、
こ
の
時
期
、

よ
く
見
上
げ
る「
く・
・も
」
が
あ

る
。
古
い
我
が
家
に
巣
を
張

る
蜘・
・蛛
だ
。
梅
雨
明
け
の
こ

の
時
期
、
若
い
蜘
蛛
が
、
隙

あ
ら
ば
と
天
井
や
壁
な
ど
に

巣
を
張
る
。
見
た
目
が
悪
い

だ
け
で
な
く
、
辺
り
を
汚
し

て
く
れ
る
の
で
、
早
め
に
地
味

な
居
住
権
争
い
を
し
て
駆
逐

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
毎
年
、「
く・
・も
」を
見
上
げ
て

夏
の
到
来
を
実
感
す
る
。 

 

（
事
務
局 

Ｔ
）

＜中国市議会議長会で表彰＞

　４月２５日（火）、鳥取市で開催された「中国市議

会議長会 第１４０回定期総会」において、議員２名

が表彰を受けました。

・議員在職２４年以上：段塚 廣文 議員

・議員在職１２年以上：朝日 等治 議員

▲段塚 廣文 議員 ▲朝日 等治 議員


